
要
求
貫
徹
に
全
集
中

　
決
め
つ
（
鬼
滅
）
け
る
ぞ

　
　
炎
の
闘
い
二
一
春
闘

多

く

の

組

合

員

の

期

待

の

も

と

、

国

労

東

京

支

部

結

成

さ

れ

る

！
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東
京
地
方
本
部

春
闘
宣
伝
行
動

二
月
二
七
日
田
町
交
通
ビ
ル
に
於
い
て
、

国
労
東
京
支
部
結
成
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
日
ま
で
、
新
橋
・
上
野
・
中
央
・
自
動
車
・

大
井
工
場
の
都
内
五
支
部
は
、
支
部
再
編
に

向
け
議
論
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
伝

統
を
礎
に
、
統
一
と
団
結
の
も
と
新
支
部
結

成
に
向
け
た
決
意
を
固
め
あ
っ
て
き
た
。

大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
大
会
代
議
員
六
四
名
中
一
五
名
が

出
席
、
他
の
代
議
員
は
委
任
状
に
よ
る
参
加

と
な
っ
た
。

大
会
は
木
村
副
実
行
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
で
始
ま
り
、
議
長
団
に
新
橋
支
部
・
橋

本
代
議
員
、
中
央
支
部
・
南
澤
代
議
員
を
選

出
し
た
。

　

実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
、
鈴
木
実
行
委

員
長
か
ら
「
都
内
五
支
部
が
集
ま
っ
て
新
た

な
支
部
の
結
成
と
な
る
。
多
く
の
組
合
員
を

集
め
て
開
催
し
た
か
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
こ
の
よ
う
な
大
会
に
な
っ
た
。
伝
統
と
歴

史
の
あ
る
支
部
の
旗
を
閉
じ
る
時
に
残
念
な
状

況
で
あ
る
。
今
後
組
織
の
再
整
備
を
し
、
組
織

拡
大
に
向
け
全
力
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。
過
半
数
代
表
者
選
挙
、
二
一
春
闘
真

っ
只
中
で
は
あ
る
が
、
会
議
や
集
会
を
開
催
し

切
れ
て
い
な
い
状
況
も
あ
る
。
会
社
の
赤
字
だ

か
ら
と
い
う
理
由
で
の
抑
制
攻
撃
も
強
ま
っ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
仕
方
が
無
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ

労
働
組
合
の
必
要
性
が
明
ら
か
に
な
る
。
東
京

支
部
に
結
集
す
る
中
、
組
織
拡
大
を
は
じ
め
に

国
労
運
動
の
継
承
に
向
け
奮
闘
し
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

来
賓
と
し
て
東
京
地
本
石
井
書
記
長
か
ら
「
厳

し
い
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
新
支
部
の
結
成
を
契
機

に
新
た
な
運
動
を
作
り
出
そ
う
。
平
成
採
用
者

に
ど
う
国
労
運
動
を
継
承
し
て
い
く
か
が
課
題

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
も
あ
る
が
、

東
京
地
方
本
部
は
、
三
月
八
日
に
秋
葉
原

駅
前
で
宣
伝
行
動
を
展
開
し
た
。

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
の
訴
え
を
リ
レ
ー
方
式

で
、
二
〇
二
一
春
闘
大
幅
賃
上
げ
で
生
活
改
善

を
、
地
域
公
共
交
通
を
守
り
、
安
全
・
安
定
輸

送
な
ど
を
訴
え
、
二
二
名
の
組
合
員
と
共
に
ビ

ラ
配
布
行
を
取
り
組
ん
だ
。
引
き
続
き
、
職
場

段
階
か
ら
「
一
人
一
行
動
」
な
ど
の
取
り
組
み

を
展
開
し
、
本
部
交
渉
を
高
め
る
た
め
に
も
、

全
組
合
員
が
共
有
・
参
画
で
き
る
春
闘
の
取
り

組
み
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
宣
伝

行
動
を
終
了
し
た
。

参
加
し
た
、
各
地
区
本
部
・
支
部
の
組
合

員
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

会
社
の
赤
字
攻
撃
に
負
け
ず
に
職
場
の
仲
間
の

気
持
ち
を
掴
み
、
労
働
条
件
の
改
善
を
は
か
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
本
と
し
て
も
現
状
を

掴
み
な
が
ら
一
歩
前
に
出
る
運
動
を
作
っ
て
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
経
過
報
告
・
運
動
方
針(

案)

を
野

佐
根
事
務
局
長
、
規
約
制
定
提
案
を
竹
田
実
行

委
員
、
予
算(

案)

を
八
郷
実
行
委
員
か
ら
提
案

さ
れ
質
疑
に
入
っ
た
。

　

各
代
議
員
か
ら
は
質
疑
等
は
発
言
さ
れ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

ス
ト
権
一
票
投
票
は
事
前
に
配
布
さ
れ
た
投

票
用
紙
を
開
票
し
、
代
議
員
六
四
名
中
賛
成

五
九
票
・
反
対
五
票
で
ス
ト
権
は
確
立
さ
れ
た
。

続
い
て
役
員
を
実
行
委
員
会
か
ら
提
案
さ
れ
全

体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
大
会
宣
言

を
全
体
で
承
認
し
、
望
月
副
実
行
委
員
長
の
閉

会
挨
拶
後
、
野
佐
根
執
行
委
員
長
の
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
結
成
大
会
は
終
了
し
た
。

2020年度東京支部役員体制

執行委員長　　野佐根　浩巳　上野保線技術センター

執行副委員長　上田　智太郎　田端運転所

書記長　　　　鈴木　敏　　　尾久駅

執行委員　　　市川　修　　　川崎発電所

　　　　　　　八郷　清幸　　蒲田駅

　　　　　　　岡部　貴一　　東京信号技術センター

　　　　　　　千田　永　　　大田運輸区

　　　　　　　佐藤　賢一　　池袋駅

　　　　　　　佐藤　誠　　　JR東日本運輸サービス

　　　　　　　竹田　文利　　目黒駅

　　　　　　　恒本　肇　　　高田馬場駅

　　　　　　　島崎　将　　　上野車掌区

　　　　　　　地口　明世　　品川駅

　　　　　　　山田　克之　　東京工事事務所

　　　　　　　伊東　敏明　　KSS八潮事業所

会計監査員　　堀　智明　　　目黒駅

　　　　　　　加藤　英樹　　東京通信技術センター

　　　　　　　中山　充朗　　信濃町駅

女性部長　　　加藤　照代　　JR東京総合病院

青年部長　　　早川　義貴　　大井工場
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交交通通事事故故

医医療療事事故故

振振込込詐詐欺欺

国国労労東東京京

よよろろずず相相談談

随随時時相相談談ををごご利利用用下下ささいい。。
国労東京地本事務所への電話連絡、もしくは直接弁護士に連絡して、日程をご相
談下さい。（※相談料：初回30分無料）国労東京地本事務所の電話番号は、０３－３
８０６－９２６１です。各弁護士事務所の電話番号は裏面を参照してください。

国国労労弁弁護護団団にによよるる無無料料法法律律相相談談

労労働働問問題題
パパワワハハララ
セセククハハララ

近近隣隣トトララ
ブブルル夫夫婦婦関関係係

遺遺産産相相続続
借借金金問問題題

国国労労東東京京地地方方本本部部 東東京京都都荒荒川川区区西西日日暮暮里里2－－55－－1
（（鉄鉄））054-2535/Fax2547（（公公））03-3806-9261/Fax9263

問問いい合合わわせせ先先

「「ココロロナナ禍禍ででおお困困りりののここととははあありりまませせんんかか？？」」

お気軽にご相談下さい。

国　  労　  東　  京（2）2021 年 4 月 5 日（毎月 1回５日発行） No. 1852

大
宮
工
場
支
部
・
大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
分
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
闘
の
取
り
組
み
報
告

三
月
一
〇
日
と
一
一
日
に
大
宮
工
場
支
部
及

び
大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
分
会
の
春
闘
で
の
取

り
組
み
を
報
告
し
ま
す
。

三
月
一
〇
日
朝
の
通
勤
時
に
、
大
宮
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー
社
員
通
用
門
の
入
り
口
に
て
大
宮
総

合
車
両
セ
ン
タ
ー
分
会
の
矢
部
分
会
長
を
先
頭

に
、
分
会
役
員
六
名
で
、
国
労
本
部
作
成
の
春
闘

ビ
ラ
配
布
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
短
い
時
間
で

し
た
が
ビ
ラ
の
受
け
取
り
が
よ
く
準
備
し
た
約

鳩
貝
書
記
長
か
ら
「
ど
こ
の
職
場
も
コ
ロ
ナ
禍

で
き
つ
く
な
っ
て
い
る
。
代
表
者
選
挙
で
も
組
合
員

以
上
の
票
は
取
っ
て
い
る
が
実
際
の
成
果
と
し
て
結

び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
会
社
側
は

会
社
の
言
う
事
を
何
で
も
聞
く
社
員
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
。
分
割
民
営
化
の
時
の
国
労
攻
撃
と
同
じ
こ

と
が
現
在
職
場
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
報
告
も
あ

る
。
労
働
組
合
と
し
て
不
当
労
働
行
為
は
絶
対
に
許

し
て
は
い
け
な
い
。
不
当
労
働
行
為
根
絶
が
明
る
い

職
場
づ
く
り
の
前
提
で
あ
る
。。
二
一
春
闘
も
こ
の

ま
ま
で
い
く
と
ベ
ア
ゼ
ロ
だ
け
で
は
な
く
定
期
昇
給

ま
で
手
を
付
け
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
職
場
の
中
で

自
ら
の
問
題
と
し
て
丁
寧
な
議
論
作
り
が
必
要
だ
」

と
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
東
京
地
本
と
し
て
も
積
極
的
に
職

場
に
入
り
仲
間
の
声
や
実
態
を
掴
み
、
さ
ら
な
る
闘

い
の
強
化
に
押
し
上
げ
て
い
く
。

三
月
一
一
日
に
渋
谷
地
区
分
会
定
期
大
会
に

横
倉
組
織
部
長
・
松
田
調
査
部
長
が
参
加
し
交
流

を
行
っ
て
き
た
。

大
会
の
中
で
は
清
水
分
会
長
か
ら
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
様
々
な
活
動

が
出
来
な
か
っ
た
。
今
後
お
互
い
に
知
恵
を
出
し

合
い
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。
会
社
は
躍
起
に
な

っ
て
変
革
２
０
２
７
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

大
会
の
意
見
を
今
後
の
運
動
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

横
倉
組
織
部
長
か
ら
は
現
在
の
東
京
地
本
の

組
織
状
況
が
説
明
さ
れ
、
本
体
組
合
員
よ
り
エ
ル

ダ
ー
組
合
員
が
多
く
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
組

織
拡
大
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
提
起
さ
れ
た
。
ま

た
、
地
本
大
会
以
降
二
名
の
組
織
拡
大
が
あ
っ
た

こ
と
も
報
告
さ
れ
、
劣
悪
な
職
場
環
境
か
ら
闘
う

労
働
組
合
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
次
に
誰
を
加

入
さ
せ
る
か
を
若
い
仲
間
か
ら
討
論
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

代
議
員
の
発
言
か
ら
は
職
場
代
表
者
選
挙
の

中
で
、
若
い
人
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
で
代
表

者
選
挙
の
投
票
依
頼
や
組
合
不
要
論
を
し
つ
こ
く

言
わ
れ
た
と
の
報
告
も
あ
り
、
さ
ら
に
選
挙
チ
ラ

シ
の
個
人
配
布
の
規
制
や
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
等
、

異
常
な
攻
撃
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

東
京
地
本
定
例
オ
ル
グ

昨
年
予
定
を
し
て
い
た
国
労
東
京
労
働
講
座

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止

と
な
り
、
講
師
の
姉
崎
元
国
労
神
奈
川
地
区
本
部

委
員
長
、
青
山
東
京
医
労
連
書
記
長
に
原
稿
依
頼

を
お
願
い
し
て
パ
ン
フ
を
発
行
す
る
こ
と
に
至
り

ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
両
講
師
に
対

し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

講
演
内
容
で
す
が
、
姉
崎
元
国
労
神
奈
川
地

区
本
部
委
員
長
か
ら
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
・
国
労

神
奈
川
地
区
本
部
「
旧
国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
ア
ス
ベ
ス
ト

基
金
」
の
取
り
組
み
の
具
体
的
か
つ
実
践
的
な
中

身
が
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
山
東
京
医
労
連
書
記
長
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍

で
の
労
働
組
合
活
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
今
日
に

二
〇
〇
枚
を
配
布
で
き
ま
し
た
。

翌
日
の
三
月
一
一
日
の
昼
休
み
に
は
、
大
宮

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
講
習
室
に
て
、
大
宮
工
場
支

部
春
闘
総
決
起
集
会
を
開
催
。
埼
玉
春
闘
共
闘
の

オ
ル
グ
団
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
総
勢
二
三
名

に
て
東
京
地
本
春
闘
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
・
佳

作
独
占
の
勢
い
で
、
参
加
者
全
体
で
二
一
春
闘
の

前
進
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

〈 

大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
分
会　

宇
塚　

史
明 

〉

至
っ
て
も
出
口
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
現
場

の
リ
ア
ル
さ
と
、
困
難
中
で
も
闘
い
を
組
織
す
る
姿

に
感
銘
い
た
し
ま
し
た
。

全
機
関
に
お
い
て
、
有
効
的
に
活
用
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

                       

〈 

福
対
部
長　

高
瀬　

弘
人 

〉 

国
労
東
京
労
働
講
座

　
　
　
　
　

パ
ン
フ
発
行

2020年

あいさつする横倉組織部長


